
温
故
知
新

歴
史
は
未
来
の
羅
針
盤

　

今
回
は
、『
近
江
日
野
の
歴
史
』
第
二

巻
「
中
世
編
」
の
巻
末
に
収
録
さ
れ
て

い
る
「
蒲
生
氏
関
係
史
料
」
と
、
付
録

Ｃ
Ｄ

－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

日
野
の
中
世
と
蒲
生
氏

　
「
中
世
」
と
い
う
時
代
は
、
教
科
書
な

ど
を
み
て
み
る
と
、
鎌
倉
時
代
か
ら
戦

国
時
代
ま
で
の
時
期
を
指
す
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、『
近
江
日
野
の

歴
史
』
第
二
巻
「
中
世
編
」
で
は
、
平

安
時
代
の
末
か
ら
、
戦
国
の
世
を
終
わ

ら
せ
た
信の

ぶ

長な
が

・
秀ひ

で

吉よ
し

・
家い

え

康や
す

の
時
代
ま

で
の
長
き
に
わ
た
る
時
代
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

　

本
書
が
一
般
的
な
中
世
と
い
う
時
代

の
枠
組
み
よ
り
も
広
い
時
代
を
記
述
の

対
象
と
し
た
の
は
、
室
町
幕
府
・
守
護

大
名
六ろ

っ

角か
く

氏
・
織
田
信
長
・
豊
臣
秀

吉
・
徳
川
家
康
の
も
と
で
活
躍
し
た
蒲

生
氏
の
足
跡
、
お
よ
び
蒲
生
氏
を
育
ん

だ
故
郷
日
野
の
歴
史
・
文
化
を
浮
き
彫

　
『
近
江
日
野
の
歴
史
』
第
二
巻
「
中
世
編
」
は
、
第
一

章
「
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
日
野
」、
第
二
章
「
日
野
の
中

世
社
会
と
文
化
」、
第
三
章
「
戦
国
時
代
の
日
野
」、
第
四

章
「
信
長
・
秀
吉
時
代
の
日
野
」
か
ら
な
り
ま
す
。
役

場
・
公
民
館
等
に
て
一
冊
四
、〇
〇
〇
円
で
好
評
発
売
中

で
す
。

り
に
す
る
た
め
で
あ
り
、
既
成
の
時
代

の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
歴
史
を

ふ
り
返
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
本
書
で
は
近
江
日
野
時

代
の
蒲
生
氏
の
歴
史
だ
け
で
は
な
く
、

伊い

勢せ

松ま
つ

坂さ
か

・
会あ

い

津づ

若わ
か

松ま
つ

・
下し

も

野つ
け

宇う

都つ
の

宮み
や

・
伊い

予よ

松ま
つ

山や
ま

各
時
代
の
蒲
生
氏
と
日

野
の
歴
史
が
一
冊
の
本
で
見
通
せ
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

蒲
生
氏
関
係
史
料

　

こ
の
よ
う
な
方
針
を
も
と
に
編
集
さ

れ
た
「
中
世
編
」
を
よ
り
深
く
理
解
い

た
だ
く
た
め
に
収
録
し
た
の
が
、
巻
末

の
蒲
生
氏
関
係
史
料
で
す
。
こ
こ
で
は
、

蒲
生
氏
が
歴
史
の
表
舞
台
へ
登
場
す
る

南
北
朝
時
代
か
ら
、
伊
勢
へ
転
封
を
命

じ
ら
れ
る
天
正
12
（
１
５
８
４
）
年
ま
で

の
史
料
の
う
ち
、
主
要
な
も
の
全
90
点

が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

各
史
料
の
冒
頭
に
は
、
史
料
の
概
要

を
ま
と
め
た
「
綱こ

う

文ぶ
ん

」
を
掲
げ
、
続
い

て
史
料
名
・
出
典
、
最
後
に
史
料
本
文

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

史
料
本
文
は
、
本
来
漢
文
体
や
漢
字

の
音
訓
を
利
用
し
た
表
現
が
と
ら
れ
る

な
ど
、
解
読
に
は
専
門
的
な
知
識
が
必

要
で
す
が
、
こ
こ
で
は
現
代
の
私
た
ち

に
も
わ
か
り
や
す
い
形
の
文
章
表
現
で

あ
る
「
読
み
下
し
文
」
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
、
興こ

う

敬き
ょ
う

寺じ

〈
西
大
路
〉・
信し

ん

楽ぎ
ょ
う

院い
ん

〈
村

井
〉・
比ひ

都っ

佐さ

神
社
〈
十
禅
師
〉・
馬う

ま

見み

岡お
か

綿わ
た

向む
き

神
社
〈
村
井
〉
な
ど
町
内
の
寺

社
に
伝
え
ら
れ
た
古こ

文も
ん

書じ
ょ

を
は
じ
め
、

京
都
の
寺
社
に
伝
え
ら
れ
た
古
文
書
、

公く

家げ

の
日
記
な
ど
の
記
録
類
、
戦
国
大

名
家
の
古
文
書
な
ど
の
な
か
か
ら
、
蒲

生
氏
の
動
向
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
の

で
き
る
史
料
を
厳
選
し
て
掲
載
し
て
い

ま
す
。

充
実
の
付
録
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ

　

付
録
Ｃ
Ｄ

－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
は
、「
史
料
で
た

ど
る
蒲
生
氏
の
歴
史
」
と
「
写
真
で
み

る
日
野
の
中
世
」
の
二
つ
の
項
目
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
史
料
で
た
ど
る
蒲
生
氏
の
歴
史
」
で

は
、
本
文
巻
末
に
収
録
し
た
蒲
生
氏
関

係
史
料
に
加
え
、
蒲
生
氏
伊
勢
転
封
後

か
ら
寛
永
11
（
１
６
３
４
）
年
の
蒲
生
氏

断
絶
ま
で
の
史
料
90
点
を
新
た
に
収
録

し
て
い
ま
す
。
史
料
を
手
が
か
り
に
よ

り
深
く
歴
史
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
た
。

　

一
方
、「
写
真
で
み
る
日
野
の
中
世
」

で
は
、
中
世
ゆ
か
り
の
神
社
・
寺
院
、

城
跡
、
町
並
み
、
碑
文
な
ど
58
項
目
の

カ
ラ
ー
写
真
を
地
区
別
に
収
録
し
、
合

わ
せ
て
わ
か
り
や
す
い
解
説
を
添
え
ま

し
た
。
ま
た
、
各
項
目
の
位
置
が
表
示

さ
れ
る
と
い
っ
た
工
夫
も
し
て
あ
り
ま

す
。
日
野
の
中
世
の
世
界
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

町史編さん室　☎�3812　有線⑤2830　FAX�3850
　　　　　　　E-mail  chousi@town.shiga-hino.lg.jp

▲CD「写真でみる日野の中世」の日野地区の選択画

広報ひの　2010.11.121




